
山奇ー 棄I十 月罰 2020年（令和2年）7 月 9 日 木曜日 企 画 （16) 長
 

狭
く
長
い
水
路
調
査
に
活
躍
 

試行錯誤で課題克服
飛行船型口ボ トンネルマンボウ

長
崎
大
（
長
崎
市
）
と
西
松
建
設
（
東
京
）
は
先
月
、
共
 

同
開
発
し
た
飛
行
船
型
の
無
人
調
査
ロ
ボ
ッ
ト
「
ト
ン
ネ
ル
 

マ
ン
ボ
ウ
」
を
公
開
し
た
。
水
力
発
電
所
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
 

内
を
自
動
で
飛
び
、
内
部
の
壁
面
を
撮
影
す
る
。
開
発
に
当
 

た
っ
た
山
本
郁
夫
・
同
大
海
洋
未
来
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
構
 

教
授
（
副
学
長
）
は
飛
行
、
海
洋
、
医
療
と
多
彩
な
分
野
で
 

機
器
を
開
発
し
て
き
た
専
門
家
。
試
行
錯
誤
の
末
に
課
題
を
 

克
服
し
、
幅
が
狭
く
長
距
離
の
ト
ン
ネ
ル
で
活
躍
で
き
る
性
 

能
を
実
現
さ
せ
た
。
 

長
崎
大
山
本
教
授
ら
共
同
開
発
 

・レ
 

飛
行
船
型
調
査
口
ボ
ッ
ト
「
ト
ン
ネ
ル
マ
ン
ボ
ウ
」
を
開
発
し
、
自
律
飛
行
を
 

成
功
さ
せ
た
長
崎
大
の
山
本
教
授
（
右
）
と
西
松
建
設
の
原
田
研
究
員
 

H
長
崎
大
（
演
崎
武
撮
影
）
 

カメラモジュール360度カメラ 
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トン：ネルマンボウの構成図 （西松建設提供） 

◇
最
長
6
キ
ロ
飛
行
 

「
自
律
（
飛
行
）
で
長
距
離
を
点
検
で
 

き
る
成
果
が
上
が
っ
た
」
。
6
月
、
長
崎
 

大
で
記
者
会
見
し
た
山
本
教
授
は
こ
う
述
 

べ
、
昨
年
 12 
月
、
熊
本
県
の
全
長
2

・6 

J
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
で
飛
行
試
験
に
成
功
 

し
た
こ
と
を
報
告
。
同
席
し
た
西
松
建
設
 

技
術
研
究
所
の
原
田
耕
司
主
席
研
究
員
は
 

「
理
論
上
6
キ
ロ
ま
で
調
査
可
能
」
と
胸
を
 

張
っ
た
。
 

ト
ン
ネ
ル
マ
ン
ボ
ウ
は
全
長
3

・
7
 

屑
、
直
径
1

・2
屑
。
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
シ
 

ー
ト
製
の
船
体
の
下
部
の
箱
に
マ
イ
コ
ン
 

や
セ
ン
サ
ー
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
搭
載
。
電
 

力
で
後
部
の
推
進
用
と
下
部
の
水
平
、
鉛
 

直
各
2
個
の
プ
ロ
ペ
ラ
（
ス
ラ
ス
タ
ー
）
 

を
動
か
す
。
セ
ン
サ
ー
で
壁
面
と
の
距
離
 

を
測
り
、
ト
ン
ネ
ル
内
を
ぶ
つ
か
ら
ず
に
 

自
動
で
推
進
。
先
端
に
装
備
し
た
3
6
O
 

度
撮
影
可
能
な
カ
メ
ラ
の
映
像
で
、
壁
面
 

の
亀
裂
な
ど
を
確
認
す
る
仕
組
み
。
 

点
検
は
従
来
、
人
が
入
っ
て
行
う
の
が
 

一
般
的
。
毎
父
調
査
機
は
水
上
を
進
む
浮
 

体
型
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
が
あ
っ
た
が
、
飛
行
 

船
型
は
初
め
て
だ
。
 

◇
地
震
が
契
機
に
 

開
発
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
2
 

0
1
6
年
の
熊
本
地
震
だ
っ
た
。
同
社
に
 

当
時
、
地
震
で
壊
れ
た
水
路
ト
ン
ネ
ル
の
 

無
人
調
査
の
打
診
が
あ
っ
た
。
人
が
入
る
 

の
は
危
険
な
上
、
損
傷
に
よ
る
漏
水
で
水
 

が
流
せ
ず
浮
体
型
が
使
え
な
い
状
態
だ
っ
 

た
。
同
社
に
も
可
能
な
技
術
は
な
く
、
別
 

の
技
術
開
発
で
連
携
し
て
い
た
山
本
教
授
 

に
相
談
し
開
発
が
始
ま
っ
た
。
 

水
力
発
電
所
は
l
o
o
年
以
上
前
か
ら
 

国
内
各
地
で
建
設
さ
れ
、
老
朽
施
設
が
現
 

役
で
稼
働
し
て
い
る
所
が
多
い
。
同
社
に
 

よ
る
と
、
国
内
の
水
力
発
電
所
の
水
路
ト
 

ン
ネ
ル
の
総
延
長
は
4
7
o
o
キ
ロ
に
及
 

び
、
無
人
点
検
は
需
要
が
見
込
め
る
。
た
 

だ
、
開
発
は
過
酷
な
調
査
環
境
の
克
服
が
 

課
題
と
な
っ
た
。
 

◇
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
 

ー 

水
路
ト
ン
ネ
ル
は
多
く
が
長
さ
2
キロ以 

上
に
及
び
、
幅
は
2
5
3
屑
と
狭
く
カ
ー
 

ブ
も
あ
る
。
ド
ロ
ー
ン
は
長
距
離
飛
行
が
 

困
難
な
上
、
狭
い
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
プ
ロ
 

ペ
ラ
が
起
こ
す
風
を
制
御
で
き
ず
、
飛
ぶ
 

長
距
離
の
自
律
飛
行
に
成
功
し
た
水
路
ト
ン
ネ
ル
で
の
 

実
験
 

n
昨
年
 12 

月
、
熊
本
県
内
（
長
崎
大
提
供
）
 

こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
着
目
し
た
の
 

が
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
飛
ぶ
こ
と
が
で
 

き
、
重
い
物
も
搭
載
可
能
な
飛
行
船
型
だ
 

った。 
山
本
教
授
は
元「
菱
重
工
業
（
東
京
）
 

の
研
究
者
で
、
船
や
飛
行
機
の
技
術
開
発
 

や
研
究
統
括
を
担
当
。
力
学
や
運
動
制
御
 

が
専
門
。
波
の
あ
る
海
上
で
船
体
が
揺
れ
 

な
い
仕
組
み
や
水
中
翼
艇
、
深
海
潜
水
艇
 

の
開
発
な
ど
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
 

わ
っ
た
。
1
9
8
o
年
代
に
、
魚
の
ひ
れ
 

と
同
じ
仕
組
み
の
推
進
シ
ス
テ
ム
（
弾
性
 

振
動
翼
）
を
開
発
し
、
こ
れ
を
組
み
込
ん
 

だ
ユ
ニ
ー
ク
な
「
魚
ロ
ボ
ッ
ト
」
を
製
作
。
 

世
界
か
ら
注
目
さ
れ
た
。
 

2
o
o
4
年
に
退
職
後
、
北
九
州
市
立
 

大
な
ど
を
経
て
 13 
年
に
長
崎
大
に
着
任
。
 

他
学
部
や
外
部
企
業
と
連
携
し
て
、
実
用
 

ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
を
推
進
し
て
き
た
。
「
」
 

れ
ま
で
に
女
神
大
橋
（
長
崎
市
）
の
橋
り
 

ょ
っ
検
査
用
飛
行
ロ
ボ
ッ
ト
、
医
学
部
と
 

共
同
開
発
の
先
端
医
療
用
器
具
な
ど
が
実
 

用
化
さ
れ
て
い
る
。
 

◇
「
信
念
」
で
実
現
 

「
力
学
が
頭
に
入
っ
て
い
る
の
で
フ
」
 

う
や
れ
ば
こ
う
な
る
』
と
い
う
仕
組
み
は
、
 

す
ぐ
頭
に
浮
か
ぶ
。
と
こ
ろ
が
、
実
現
に
 

は
い
つ
も
苦
労
を
伴
う
」
と
山
本
教
授
。
 

今
回
も
ト
ン
ネ
ル
内
で
試
験
を
重
ね
、
セ
 

ン
サ
ー
の
情
報
か
ら
素
早
く
姿
勢
を
変
え
 

ら
れ
る
よ
う
に
装
置
を
改
良
し
た
り
、
壁
 

面
に
ぶ
つ
か
っ
て
船
体
を
傷
つ
け
な
い
よ
 

う
、
側
面
に
触
覚
の
よ
う
な
金
属
製
の
棒
 

（
ガ
イ
ド
フ
レ
ー
ム
）
を
取
り
付
け
る
な
 

ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
 

「
何
度
も
失
敗
し
 

た
が
、
信
念
で
や
れ
ば
最
後
は
で
き
る
」
 

と
振
り
返
っ
た
。
 

「
ト
ン
ネ
ル
マ
ン
ボ
ウ
」
は
今
後
、
西
 

松
建
設
が
事
業
に
活
用
す
る
。
原
田
研
究
 

員
は
「
各
パ
ー
ツ
を
分
解
し
て
狭
い
ト
ン
 

ネ
ル
に
持
ち
込
め
る
な
ど
、
作
業
性
も
い
 

い
。
水
流
が
な
い
中
で
の
（
無
人
点
検
の
）
 

技
術
は
、
ほ
か
に
は
な
い
」
と
話
し
た
。
 

（
山
口
恭
祐
）
 


